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千里の道も一歩から

～地道な積み重ねが大きな実を結ぶ～

今週は久しぶりにＡ案の授業が続き、落ち着いた生活をしようとのことで
『学習環境を整える週間！』として次のことを重点項目として取り組んでい
ます。
①チャイム着席 ②授業中の集中（活発な発言力）
③忘れ物ゼロ ④提出物１００％

毎日の帰りの学活では学習委員が授業の反省を発表しています。上記の４項目の目標の達成率は
どうでしょうか？
以前から話しているように、『テストのために勉強』ではなく、『毎日の勉強が身に付いている

かどうかの試験』であることを再確認して、毎時間の授業の積み重ねを大切にしていきたいと思い
ます。

来週は県中水泳と県中総合大会があり、翌週には今年度初の定期テストがあります。
中学校は今更言うまでもなく、小学校と比べて数段忙しいところです。私たちはその忙しさに対

応していかなければなりません。ついつい、○○が終わってから・・・と嫌なことを先送りしたく
なりがちですが、見通しを持ちながら計画的に行動していきましょう。

時の記念日 ＝６月１０日＝ 放射線教育講座 ６／９（水）

昨日、６月１０日は『時の記念日』でした。 Ｚｏｏｍによって、東京大学教授三谷啓志先
1920年(大正9年)に当時の「生活改善同盟」によ 生、高エネルギー加速器研究機構講師宇佐見徳

る日常生活を合理的にしようとの提唱を受けて、6 子先生、東京工業大学准教授松本義久先生の講
月10日を「時の記念日」にすることが制定されま 義をいただきました。
した。 大学の講義を思わせるような難しい内容でし
今も昔も、生活を改善するために様々な試みが たが、総合学習の２時間、エライ！と言いたく

行われていたと言うことですね。 なるぐらい皆さん頑張りました。

一中は８時１０分が登校時間ですが、その時間 東日本大震災、原子力発電所の爆発から、放
から開始できるように５分前登校にしています。 射線について考えさせられることが多くなりま
５分前に校門を通過しない人、すなわち、ギリギ した。今の郡山市の積算線量は問題ないこと、
リ登校をなくそうと週番が毎朝、暑い日も寒い日 さらに放射線は自然界にたくさんあること、ま
も外で活動しています。 た医学など、私たちの生活には必要不可欠であ
残念ながら、時の記念日の昨日は４人のギリギ ることなどの説明がありました。

リ登校者と１人の遅刻がありました。

１日のスタートである朝のゆとりは大切です。
落ち着いて気持ちよく生活できるようにするため ＝お知らせ＝
にも、自分の力で生活のリズムをつけられるよう ・６月１０日に予定していた歯科検診は医師の
にしたいものです。 都合により延期となりました。日時が決まり

ましたら再度お知らせします。
予断ですが、我が家のねこは毎朝必ず決まった時間に活

動を開始します。ある程度活動した後、４時半になると私 歯は大事！
を起こします。お陰でかなりの早起きになりました・・。 歯磨きの習慣をつけましょう。
朝の時間にやれることが増えました。

６月１４日（月） ６月１５日(火) ６月１６日(水) ６月１７日（木） ６月１８日(金)

Ｂ６月１２３４５６ Ｂ６火１２３４金１総 Ｂ４水１２３４×× Ｂ６木１２３４５６ Ｂ５金１２３４５

県中地区水泳大会① 県中地区水泳大会② 県中総合大会 全員弁当 ＳＣ勤務日
ベルマーク集計 部活のある人は弁当


